
　　■アンケート実施状況
調査期間 ： 令和8年5月11日～令和8年5月31日（20日間）

対 象 者 ： 市内の全ての事業所（基準時点　令和6年6月1日現在）

実施方法 ： 郵送による配布・回収、ＷＥＢ回答

配 布 数 ： 2,470 通

回 答 数 ： 1,128 通

回 収 率 ： 45.7 ％

　１．事業所について、おたずねします
　問１．事業所の所在地（１つだけ○）

（件）

1. 両津地区 222

2. 相川地区 108

3. 佐和田地区 257

4. 金井地区 122

5. 新穂地区 70

6. 畑野地区 82

7. 真野地区 92

8. 小木地区 84

9. 羽茂地区 56

10. 赤泊地区 34

無回答 1

計 1,128

問２．事業所の業種（代表するものの番号に１つだけ○）

（件）

1. 農林水産業 70

2. 建設業 151

3. 製造業 67

4. 電気・ガス・熱供給・水道業 29

5. 情報通信業 10

6. 運輸・郵便業 22

7. 卸売・小売業 244

8. 金融・保険業 27

9. 不動産・物品賃貸業 22

10. 学術研究・専門技術サービス業 45

11. 宿泊・飲食サービス業 149

12. 生活関連サービス業 40

13. 娯楽・レジャー業 11

14. 教育・学習支援業 16

15. 医療・福祉 68

16. その他サービス業 147

無回答 10

計 1,128

佐渡市総合計画に関する　事業所アンケート調査結果

両津地区
19.7%

相川地区
9.6%

佐和田地区
22.8%金井地区

10.8%

新穂地区
6.2%

畑野地区
7.3%

真野地区
8.2%

小木地区
7.4%

羽茂地区
5.0%

赤泊地区
3.0%

無回答
0.1%

農林水産業
6.2%

建設業
13.4%

製造業
5.9%

電気・ガス・

熱供給・水

道業
2.6%

情報通信業
0.9%

運輸・郵便業
2.0%

卸売・小売業
21.6%

金融・保険業
2.4%

不動産・物品賃貸業
2.0%

学術研究・専門技術

サービス業
4.0%

宿泊・飲食

サービス業
13.2%

生活関連

サービス業
3.5%

娯楽・レ

ジャー業
1.0%

教育・学習

支援業
1.4%

医療・福祉
6.0%

その他

サービス業
13.0%

無回答
0.9%

（n=1,128）

（n=1,128）
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　問３．従業員の人数（空欄に数字を記入）

（件）

1. ～5人 701

2. 6人～20人 269

3. 21人～50人 68

4. 51人～100人 18

5. 101人～ 10

無回答 62

計 1,128

○女性従業員、女性管理職の割合

割合

従業員の人数 100.0%

　うち女性の従業員 46.5%

　うち女性の管理職 4.2%

　２．事業展開について、おたずねします
　問４．佐渡市は事業がしやすい市だと思いますか。（１つだけ○）

（件）

1. 事業がしやすい 77

2. どちらかといえば事業がしやすい 207

3. どちらともいえない 500

4. どちらかといえば事業がしにくい 232

5. 事業がしにくい 103

無回答 9

計 1,128

　問５．今後（５年先程度を見通した場合）の業績の展望は、どうなると思いますか。
　　　　　（１つだけ○）

（件）

1. 順調に拡大 13

2. やや拡大 73

3. 横ばいが続く 209

4. やや縮小 284

5. かなり縮小 391

6. わからない 147

無回答 11

計 1,128

人数

9,636

4,136

482

区分

～5人
62.1%

6人～20人
23.8%

21人～50人
6.0%

51人～100人
1.6%

101人～
0.9%

無回答
5.5%

事業がしやすい
6.8%

どちらかといえば事

業がしやすい
18.4%

どちらともいえない
44.3%

どちらかといえば事

業がしにくい
20.6%

事業がしにく

い
9.1%

無回答
0.8%

順調に拡大
1.2%

やや拡大
6.5%

横ばいが続く
18.5%

やや縮小
25.2%

かなり縮小
34.7%

わからない
13.0%

無回答
1.0%

佐渡市について、約29%の事業所が事業がしにくいと回答している。

今後の業績の展望について、約59％の事業所が縮小すると回答している。

（n=1,128）

（n=1,128）

（n=1,128）
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　問５－２．その理由は何ですか（３つまで○）

（件）

1. 地域の景気動向 432

2. 全国の景気動向 167

3. 他社との競合・競争 148

4. 市内の人口動向 623

5. 全国の人口動向 36

6. 周辺の労働力市場の動向 77

人件費・設備投資・環境対応

などのコストの動向

8. 取引先の動向 166

9. 研究・商品開発等の状況 19

10. 後継者・人材などの問題 445

11. わからない 52

計 2,524

　問６．佐渡市で産業を活性化し、雇用を維持・確保していくためには、
　　　　何が重要だと思いますか。（２つまで○）

（件）

新規就業支援等による

農林漁業従事者の確保

2. 消費促進等による農林漁業の活性化 126

3. 中心市街地の活性化 219

4. 起業・創業支援策の充実 109

5. 民間企業の誘致・育成 204

6. 観光地の施設整備や機能の充実 192

7. 観光誘客や情報発信・PR 114

仕事と生活のバランスが取れた

働きやすい就労環境づくりの促進

移住者・Uターン者を対象とした

就業支援

求人情報や雇用・就業支援策

に関する情報提供

職場環境や業務内容の理解を深める

ための職業体験の充実・促進

12. その他 108

計 1,940

【その他】

・人口増加

・本土との交通の活性化

・年配の方も収入を得られる事業があるといい

・空路による誘客や交流 など

291

9. 237

10. 114

7. 359

1. 183

8.

11. 43

38.3%

14.8%

13.1%

55.2%

3.2%

6.8%

31.8%

14.7%

1.7%

39.5%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域の景気動向

全国の景気動向

他社との競合・競争

市内の人口動向

全国の人口動向

周辺の労働力市場の動向

人件費・設備投資・環境対応などのコ

ストの動向

取引先の動向

研究・商品開発等の状況

後継者・人材などの問題

わからない

16.2%

11.2%

19.4%

9.7%

18.1%

17.0%

10.1%

25.8%

21.0%

10.1%

3.8%

9.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

新規就業支援等による農林漁業従事者

の確保

消費促進等による農林漁業の活性化

中心市街地の活性化

起業・創業支援策の充実

民間企業の誘致・育成

観光地の施設整備や機能の充実

観光誘客や情報発信・PR

仕事と生活のバランスが取れた働きや

すい就労環境づくりの促進

移住者・Uターン者を対象とした就業支

援

求人情報や雇用・就業支援策に関する

情報提供

職場環境や業務内容の理解を深めるた

めの職業体験の充実・促進

その他

人件費・設備投資・環境対応などの

コストの動向

新規就業支援等による農林漁業従

事者の確保

仕事と生活のバランスが取れた働き

やすい就労環境づくりの促進

移住者・Uターン者を対象とした就業

支援

求人情報や雇用・就業支援策に関す

る情報提供

職場環境や業務内容の理解を深める

ための職業体験の充実・促進

今後の業績展望の理由について、半数以上の事業所が「市内の人口動向」を理由としている。

産業の活性化、雇用の維持・確保に重要な取り組みとしては、「仕事と生活のバランスが取れた働きやすい就労環境づくり

の促進」約25%で最も多く、次いで「移住者・Uターン者を対象とした就業支援」が約21%である。

（n=1,128）

（n=1,128）
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　３．ワーク・ライフ・バランスの取組について、おたずねします
　問７．貴事業所では、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」の推進に
　　　　取り組んでいますか。（１つだけ○）

（件）

1. 既に取り組んでいる 339

2. 今後、取り組む予定 72

3. どちらともいえない 484

取り組んでいないし、

今後も取り組む予定はない

5. その他 23

6. 無回答 27

計 1,128

【その他】

・自由な勤務時間、日数などを考え働きやすさを追求中

・取り組む余裕がない

・ほぼ定時で帰宅できるので取り組む必要なし

など

　問８．貴事業所でワーク・ライフ・バランスを推進するために、
        どのような取り組みを行っていますか。（あてはまるものすべてに○）

（件）

1. 仕事と家庭との両立支援制度の整備 286

2. 業務の効率化についての検討 436

3. 時間外労働の削減 456

労働時間の適正管理

（ICカードの導入など）

5. 在宅勤務制度の導入 64

6. 年次有給休暇の取得促進 330

勤務時間、勤務地、担当についての

希望調査

従業員の健康サポート

（産業医の配置など）の整備

生産性向上、労働能率の増進

に資する設備投資等

従業員に対してのワーク・ライフ・

バランスの啓発や研修

仕事と家庭との両立支援制度の利用

に関する相談窓口の設置

従業員のキャリア形成や職業能力

開発等に関する支援相談窓口の設置

13. その他 91

計 2,423

【その他】

・AI,PCなどによる効率化の推進をするための講習会等の開催

・従業員同士での勤務時間の調整

・従業員の考えを聞き、営業時間、休暇の取り方など話ししてる

など

4. 125

7. 107

8. 172

9. 151

59

1834.

8910.

11. 57

12.

25.4%

38.7%

40.4%

11.1%

5.7%

29.3%

9.5%

15.2%

13.4%

7.9%

5.1%

5.2%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事と家庭との両立支援制度の整備

業務の効率化についての検討

時間外労働の削減

労働時間の適正管理（ICカードの導

入など）

在宅勤務制度の導入

年次有給休暇の取得促進

勤務時間、勤務地、担当についての

希望調査

従業員の健康サポート（産業医の配

置など）の整備

生産性向上、労働能率の増進に資

する設備投資等

従業員に対してのワーク・ライフ・バ

ランスの啓発や研修

仕事と家庭との両立支援制度の利用

に関する相談窓口の設置

従業員のキャリア形成や職業能力開

発等に関する支援相談窓口の設置

その他

既に取り組ん

でいる
30.1%

今後、取り組む

予定
6.4%

どちらともいえない
42.9%

取り組んでい

ないし、今後

も取り組む予

定はない
16.2%

その他
2.0%

無回答
2.4%

仕事と家庭との両立支援制度の整備

労働時間の適正管理（ICカードの導入

など）

勤務時間、勤務地、担当についての

希望調査

従業員の健康サポート（産業医の配

置など）の整備

生産性向上、労働能率の増進に資す

る設備投資等

従業員に対してのワーク・ライフ・バラ

ンスの啓発や研修

仕事と家庭との両立支援制度の利用

に関する相談窓口の設置

従業員のキャリア形成や職業能力開

発等に関する支援相談窓口の設置

ワーク・ライフ・バランスの推進について、約30%の事業所が「既に取り組んでいる」と回答している。

「時間外労働の削減」が約40%で最も多く、次いで「業務の効率化についての検討」約38%である。

（n=1,128）

（n=1,128）
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　問９．貴事業所でワーク・ライフ・バランスを推進する上で、どのような問題点がありますか。
　　　　（２つまで○）

（件）

育児休業などによる代替え要員の確

保が難しい

制度実施により、職場で周りの人の

業務量が増える

育児支援などワーク・ライフ・バラン

スに関する管理職の知識が乏しい

育児支援などワーク・ライフ・バラン

スに関する一般従業員の知識が乏しい

5. 営業時間の制約がある 193

6. ひとり当たりの業務量が多い 232

仕事と子育ての両立支援策の導入に

伴い、コストが増大する

8. 全体的に休暇取得率が低い 128

公的および民間の保育サービスが

不足している。

10. その他 101

計 1,283

【その他】

・繁忙期と冬の差がすごい、冬のサービス業の支援がほしい

・代替要員の確保が難しい

・AI,PCなどの活用による効率化が必要

・育児よりむしろ介護が大変。市の介護体制の整備・充実が必要。

など

　問10．貴事業所における育児休業制度の整備状況について
　　　　（１つだけ○）

（件）

法定どおりの制度を整備している

法定を上回る独自の制度（独自の特

別、休暇、手当など）がある。

制度はあるが、詳細な運用ルールは決

まっていない

制度自体がまだ整備されていない

無回答 243

計 1,128

1. 350

2. 34

3. 120

4. 381

45

2.

3.

4.

7.

9.

243

187

52

41

61

1.

21.5%

16.6%

4.6%

3.6%

17.1%

20.6%

5.4%

11.3%

4.0%

9.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

育児休業などによる代替え要員の確

保が難しい

制度実施により、職場で周りの人の業

務量が増える

育児支援などワーク・ライフ・バランス

に関する管理職の知識が乏しい

育児支援などワーク・ライフ・バランス

に関する一般従業員の知識が乏しい

営業時間の制約がある

ひとり当たりの業務量が多い

仕事と子育ての両立支援策の導入に

伴い、コストが増大する

全体的に休暇取得率が低い

公的および民間の保育サービスが不

足している。

その他

育児休業などによる代替え要員の確

保が難しい

制度実施により、職場で周りの人の業

務量が増える

仕事と子育ての両立支援策の導入に

伴い、コストが増大する

公的および民間の保育サービスが不

足している。

「育児休業などによる代替え要員の確保が難しい」が約21%で最も多く、次いで「ひとり当たりの業務量が多い」が約20%で

ある。

（n=1,128）

育児休業制度について、約45％の事業者が制度があるとの回答であった。

（n=1,128）

法定どおりの制度を整備して

いる
31%

法定を上回る独自

の制度がある。
3%

制度はあるが、詳細な運用

ルールは決まっていない
11%

制度自体がまだ整備され

ていない
34%

無回答
21%
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　問11．貴事業所で過去１年間に育児休業を取得した従業員はいますか
　　　　（１つだけ○）

（件）

1. 取得者がいた 85

2. 取得対象者はいたが、取得者はいない 30

3. 取得対象者となる従業員がいなかった 848

無回答 165

計 1,128

○育児休業取得者数

人数

取得者数合計 123

　　うち男性の従業員 47

　　うち女性の従業員 76

区分

育児休業の取得対象者のうち、約74％は育児休業を取得している。

（n=1,128）

取得者がいた
7%

取得対象者は

いたが、取得者

はいない
3%

取得対象者となる従業員が

いなかった
75%

無回答
15%

6/11



４　佐渡市の取組に対する満足度と重要度について、おたずねします
問10　以下に示す各項目の「現状の満足度」と「今後の重要度」についてお答えください。
（①～㊺のすべての項目について、それぞれ１つだけ○）

「現状の満足度」

満足 やや満足
どちらでも
ない

やや不満 不満 計

①道路、河川、港湾などのインフラ施設の改修・整備 66 205 369 286 130 1,056
②バス路線など公共交通網の整備 45 98 425 331 165 1,064
③佐渡航路や佐渡空港など公共交通の整備 48 121 296 351 253 1,069
④佐渡汽船航路運賃の低廉化 192 264 281 202 132 1,071
⑤佐渡の豊かな自然景観の保全 134 300 408 168 64 1,074
⑥再生可能エネルギーの推進 55 70 724 147 67 1,063
⑦生活環境教育・学習の推進 61 144 618 183 58 1,064
⑧防災対策の強化 66 187 562 196 55 1,066
⑨消防・救急体制の整備 131 256 481 156 48 1,072
⑩交通安全対策の推進 93 179 600 148 43 1,063
⑪防犯対策の推進 74 135 614 198 48 1,069
⑫公園や街並みの整備 58 102 440 330 144 1,074
⑬教育・子育て支援の充実 82 158 571 180 67 1,058
⑭延長保育や病後児保育の充実 84 144 658 126 46 1,058
⑮子育て世代の交流の場づくり 69 95 742 117 36 1,059
⑯少子化対策の推進 58 61 461 268 217 1,065
⑰男女の出会いの場の創出 32 33 659 201 140 1,065
⑱健康づくり・保健・医療の充実 75 176 479 218 124 1,072
⑲高齢者・障がい者福祉の充実 83 194 511 218 66 1,072
⑳いじめ・自殺対策の推進 42 76 744 147 46 1,055
㉑世界遺産「佐渡島の金山」の保存・活用 111 228 542 125 56 1,062
㉒小中学生の学力の向上 61 91 700 148 50 1,050
㉓学校の設備・機能の充実 87 125 647 143 47 1,049
㉔小中学校の統合による適正配置 93 135 567 184 75 1,054
㉕高等教育の充実 73 96 625 180 75 1,049
㉖生涯学習の場の確保 86 113 711 109 36 1,055
㉗文化・芸術の振興 98 173 631 122 33 1,057
㉘スポーツの振興 106 148 659 116 27 1,056
㉙観光産業の振興 82 153 512 238 65 1,050
㉚農林水産業の振興 83 97 545 240 90 1,055
㉛６次産業化・地産地消の推進 71 110 592 211 64 1,048
㉜佐渡産品のブランド化 83 149 506 228 89 1,055
㉝商工業の振興 58 74 574 252 94 1,052
㉞雇用・就業の場の確保（起業・二次創業含む） 58 76 527 272 108 1,041
㉟労働者の人材育成や確保 50 65 505 306 118 1,044
㊱大学や研究機関との連携 60 72 714 131 63 1,040
㊲空家等の管理や有効活用 46 59 421 335 199 1,060
㊳移住・定住の促進 62 119 541 223 108 1,053
㊴集落活動への支援 58 95 560 229 106 1,048
㊵市民と行政の協働によるまちづくりの推進 64 76 620 205 87 1,052
㊶行政サービスの充実 86 144 565 176 88 1,059
㊷行政の組織改革・財政改革 72 68 627 171 104 1,042
㊸公共施設の集約化・適正配置 77 80 621 196 72 1,046
㊹高度情報化社会への対応 64 75 669 158 80 1,046
㊺人権尊重や男女平等の推進 88 72 748 95 43 1,046
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佐渡市の取り組みのうち、「佐渡汽船航路運賃の低廉化」の満足度が約42%で最も高い。一方で、「佐渡航路や佐渡空港など

公共交通の整備」「空家等の管理や有効活用」の取り組みについては、半数以上の事業所が不満を感じている。

また、今後の重要性については、「佐渡汽船航路運賃の低廉化」が約84％で最も高く、次いで「佐渡航路や佐渡空港の整

備」が約83%と続く。
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①道路、河川、港湾などのインフラ施設の改修・整備

②バス路線など公共交通網の整備

③佐渡航路や佐渡空港など公共交通の整備

④佐渡汽船航路運賃の低廉化

⑤佐渡の豊かな自然景観の保全

⑥再生可能エネルギーの推進

⑦生活環境教育・学習の推進

⑧防災対策の強化

⑨消防・救急体制の整備

⑩交通安全対策の推進

⑪防犯対策の推進

⑫公園や街並みの整備

⑬教育・子育て支援の充実

⑭延長保育や病後児保育の充実

⑮子育て世代の交流の場づくり

⑯少子化対策の推進

⑰男女の出会いの場の創出

⑱健康づくり・保健・医療の充実

⑲高齢者・障がい者福祉の充実

⑳いじめ・自殺対策の推進

㉑世界遺産「佐渡島の金山」の保存・活用

㉒小中学生の学力の向上

㉓学校の設備・機能の充実

㉔小中学校の統合による適正配置

㉕高等教育の充実

㉖生涯学習の場の確保

㉗文化・芸術の振興

㉘スポーツの振興

㉙観光産業の振興

㉚農林水産業の振興

㉛６次産業化・地産地消の推進

㉜佐渡産品のブランド化

㉝商工業の振興

㉞雇用・就業の場の確保（起業・二次創業含む）

㉟労働者の人材育成や確保

㊱大学や研究機関との連携

㊲空家等の管理や有効活用

㊳移住・定住の促進

㊴集落活動への支援

㊵市民と行政の協働によるまちづくりの推進

㊶行政サービスの充実

㊷行政の組織改革・財政改革

㊸公共施設の集約化・適正配置

㊹高度情報化社会への対応

㊺人権尊重や男女平等の推進
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（n=1,056）

（n=1,064）

（n=1,069）

（n=1,071）

（n=1,074）

（n=1,063）

（n=1,064）

（n=1,066）

（n=1,072）

（n=1,063）

（n=1,069）

（n=1,074）

（n=1,058）

（n=1,058）

（n=1,059）

（n=1,065）

（n=1,065）

（n=1,072）

（n=1,072）

（n=1,055）

（n=1,062）

（n=1,050）

（n=1,049）

（n=1,054）

（n=1,049）

（n=1,055）

（n=1,057）

（n=1,056）

（n=1,050）

（n=1,055）

（n=1,048）

（n=1,055）

（n=1,052）

（n=1,041）

（n=1,044）

（n=1,040）

（n=1,060）

（n=1,053）

（n=1,048）

（n=1,052）

（n=1,059）

（n=1,042）

（n=1,046）

（n=1,046）

（n=1,046）
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「今後の重要度」

重要 やや重要
どちらでも
ない

あまり重要で
ない

重要でない 計

①道路、河川、港湾などのインフラ施設の改修・整備 458 353 162 32 7 1,012
②バス路線など公共交通網の整備 388 363 224 38 11 1,024
③佐渡航路や佐渡空港など公共交通の整備 608 250 146 20 5 1,029
④佐渡汽船航路運賃の低廉化 582 286 133 20 9 1,030
⑤佐渡の豊かな自然景観の保全 444 334 227 21 5 1,031
⑥再生可能エネルギーの推進 297 311 345 51 23 1,027
⑦生活環境教育・学習の推進 439 327 249 11 1 1,027
⑧防災対策の強化 508 304 209 8 1 1,030
⑨消防・救急体制の整備 395 298 313 18 3 1,027
⑩交通安全対策の推進 402 334 279 17 3 1,035
⑪防犯対策の推進 359 368 273 29 7 1,036
⑫公園や街並みの整備 390 369 226 26 8 1,019
⑬教育・子育て支援の充実 451 305 249 14 4 1,023
⑭延長保育や病後児保育の充実 379 319 301 17 3 1,019
⑮子育て世代の交流の場づくり 291 295 406 22 9 1,023
⑯少子化対策の推進 584 231 189 17 6 1,027
⑰男女の出会いの場の創出 372 258 339 39 21 1,029
⑱健康づくり・保健・医療の充実 519 294 206 12 3 1,034
⑲高齢者・障がい者福祉の充実 460 355 196 14 6 1,031
⑳いじめ・自殺対策の推進 424 268 311 13 5 1,021
㉑世界遺産「佐渡島の金山」の保存・活用 345 305 296 50 27 1,023
㉒小中学生の学力の向上 415 278 311 6 5 1,015
㉓学校の設備・機能の充実 357 311 332 11 2 1,013
㉔小中学校の統合による適正配置 369 323 311 11 6 1,020
㉕高等教育の充実 386 283 332 8 6 1,015
㉖生涯学習の場の確保 261 269 445 30 10 1,015
㉗文化・芸術の振興 267 329 387 24 10 1,017
㉘スポーツの振興 254 276 430 38 17 1,015
㉙観光産業の振興 420 325 234 18 11 1,008
㉚農林水産業の振興 482 299 226 4 4 1,015
㉛６次産業化・地産地消の推進 395 316 285 9 3 1,008
㉜佐渡産品のブランド化 443 339 217 10 7 1,016
㉝商工業の振興 383 327 290 12 4 1,016
㉞雇用・就業の場の確保（起業・二次創業含む） 473 308 217 5 3 1,006
㉟労働者の人材育成や確保 472 327 205 4 3 1,011
㊱大学や研究機関との連携 264 273 424 33 13 1,007
㊲空家等の管理や有効活用 480 346 175 17 4 1,022
㊳移住・定住の促進 434 325 232 21 7 1,019
㊴集落活動への支援 356 323 301 23 11 1,014
㊵市民と行政の協働によるまちづくりの推進 332 317 348 15 5 1,017
㊶行政サービスの充実 363 314 324 14 4 1,019
㊷行政の組織改革・財政改革 361 274 358 10 7 1,010
㊸公共施設の集約化・適正配置 302 336 355 17 7 1,017
㊹高度情報化社会への対応 340 261 376 26 12 1,015
㊺人権尊重や男女平等の推進 279 231 458 24 24 1,016
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①道路、河川、港湾などのインフラ施設の改修・整備

②バス路線など公共交通網の整備

③佐渡航路や佐渡空港など公共交通の整備

④佐渡汽船航路運賃の低廉化

⑤佐渡の豊かな自然景観の保全

⑥再生可能エネルギーの推進

⑦生活環境教育・学習の推進

⑧防災対策の強化

⑨消防・救急体制の整備

⑩交通安全対策の推進

⑪防犯対策の推進

⑫公園や街並みの整備

⑬教育・子育て支援の充実

⑭延長保育や病後児保育の充実

⑮子育て世代の交流の場づくり

⑯少子化対策の推進

⑰男女の出会いの場の創出

⑱健康づくり・保健・医療の充実

⑲高齢者・障がい者福祉の充実

⑳いじめ・自殺対策の推進

㉑世界遺産「佐渡島の金山」の保存・活用

㉒小中学生の学力の向上

㉓学校の設備・機能の充実

㉔小中学校の統合による適正配置

㉕高等教育の充実

㉖生涯学習の場の確保

㉗文化・芸術の振興

㉘スポーツの振興

㉙観光産業の振興

㉚農林水産業の振興

㉛６次産業化・地産地消の推進

㉜佐渡産品のブランド化

㉝商工業の振興

㉞雇用・就業の場の確保（起業・二次創業含む）

㉟労働者の人材育成や確保

㊱大学や研究機関との連携

㊲空家等の管理や有効活用

㊳移住・定住の促進

㊴集落活動への支援

㊵市民と行政の協働によるまちづくりの推進

㊶行政サービスの充実

㊷行政の組織改革・財政改革

㊸公共施設の集約化・適正配置

㊹高度情報化社会への対応

㊺人権尊重や男女平等の推進
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（n=1,012）

（n=1,024）

（n=1,029）

（n=1,030）

（n=1,031）

（n=1,027）

（n=1,027）

（n=1,075）

（n=1,027）

（n=1,035）

（n=1,036）

（n=1,019）

（n=1,023）

（n=1,019）

（n=1,023）

（n=1,027）

（n=1,029）

（n=1,034）

（n=1,031）

（n=1,021）

（n=1,023）

（n=1,015）

（n=1,013）

（n=1,020）

（n=1,015）

（n=1,015）

（n=1,017）

（n=1,015）

（n=1,008）

（n=1,015）

（n=1,008）

（n=1,016）

（n=1,016）

（n=1,006）

（n=1,011）

（n=1,007）

（n=1,022）

（n=1,019）

（n=1,014）

（n=1,017）

（n=1,019）

（n=1,010）

（n=1,017）

（n=1,015）

（n=1,016）
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　５．今後のまちづくりについて、おたずねします
　問13．これからのまちづくりについて、ご意見などがありましたらご自由にお書きください。

件数

11

5

17

8

1

2

4

3

11

36

7

1

20

2

16

6

9

2

3

2

1

3

4

23

12

1

4

5

8

11

1

7

24

28

5

7

2

9

4

2

1

25

26

30

計 409

回答者数 299

　　　　　※同一回答者の意見で複数の分類項目に当てはまる場合は、該当項目全てでカウントしている

生活・環境
（24%）

子育て・健康・
医療・福祉
（14.9%）

延長保育や病後児保育の充実

教育・文化
（3.7%）

小中学生の学力の向上

産業・移住定住
（30.3%）

市民活動
・

行政活動
（13.4%）

再生可能エネルギーの推進

防災対策の強化

防犯対策の推進

公園や街並みの整備

協働によるまちづくりの推進

集落活動への支援

その他

健康づくり・保健・医療の充実

高齢者・障がい者福祉の充実

その他

世界遺産「佐渡島の金山」の保存・活用

その他

教育・子育て支援の充実

少子化対策の推進

男女の出会いの場の創出

小中学校の統合による適正配置

高等教育の充実

文化・芸術の振興

その他

分野 分類

道路、河川、港湾などの改修・整備

バス路線の整備

佐渡航路や佐渡空港の整備

佐渡汽船航路運賃の低廉化

佐渡の豊かな自然景観の保全

その他
（13.7%）

行政サービスの充実

６次産業化・地産地消の推進

農林水産業の振興

観光産業の振興

大学や研究機関との連携

労働者の人材育成や確保

雇用・就業の場の確保

商工業の振興

佐渡産品のブランド化

その他

人権尊重や男女平等の推進

高度情報化社会への対応

空家等の管理や有効活用

移住・定住の促進

その他

まちづくり全般

公共施設の集約化・適正配置

行政の組織改革・財政改革

これからのまちづくりについて、299の事業所から意見が述べられた。

最も意見が多い分野は、移住・定住促進や観光産業の振興の「産業・移住定住」で、約30%の事業所が意見を述べている。次

いで、約24%の事業所が佐渡航路や佐渡空港の整備、道路、河川、港湾などの改修・整備の「生活・環境」に関する意見を述
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